
2019年6月25日
東京都港区芝二丁目３２番１号
株式会社 長谷工あんしんデリ

代表取締役 鈴鹿 政秀
貸借対照表(2019年3月31日現在)

(単位:千円)
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流動資産 28,840 流動負債 16,013

現金預金 10,904 買掛金 1,213

売掛金 3,559 未払費用 2,650

製品 3,785 連結法人税未払金 1,946

仕掛品 9,697 未払法人税等 253

立替金 267 未払消費税 1,289

前払費用 140 預り金 521

未収入金 458 リース債務 8,142

差入保証金 30

固定負債 22,469

リース債務 22,469

負 債 合 計 38,482

固定資産 100,911 純 資 産 の 部

有形固定資産 100,911

建物 46,607 株主資本 91,269

建物附属設備 12,666

構築物 11,821 資本金 50,000

機械装置 1,655

車両運搬具 0 資本剰余金 50,000

工具器具備品 195 資本準備金 50,000

リース資産 27,968

利益剰余金 8,731△

その他利益剰余金 8,731△

繰越利益剰余金 8,731△

(当期純利益) (6,008)

純 資 産 合 計 91,269

資 産 合 計 129,751 負債及び純資産合計 129,751
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株式会社 長谷工あんしんデリ

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価基準及び評価方法

製品 総平均法による原価法

（２）固定資産の減価償却方法

有形固定資産(リース資産除く) 定額法

リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法

によっております。

(会計方針の変更)

当社の有形固定資産・リース資産の減価償却費の計上は、従来、製造間接費で計上しておりましたが、

当期期中(2019年度産米の原価にあたる償却費分)より玄米製造に直接係る農業用設備の減価償却費を

仕掛品計上する方法に変更致しました。

従来、減価償却費は期間費用として認識しておりましたが、農業用設備費は玄米の生産において直接

的に必要な原価であり、今回の変更でより適切な原価認識を行うことができ、今後の価格決定や事業計

画の作成に有益であると判断し変更に至りました。

この変更により、当期の減価償却費は3,487千円減少し、営業利益、経常利益及び税引前当期純利益は

それぞれ3,487千円増加しております。

（３）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理方法 消費税等の会計処理は、税抜方式によって処理しております。

連結納税制度の適用 連結納税制度を適用しております。

記載金額の表示方法 表示単位未満の端数を四捨五入し表示しております。

２．株主資本等変動計算書に関する注記

（１）当事業年度末における発行済株式の数 普通株式 500 株

個 別 注 記 表


